





























2015 年 11 月 30 日受付




第 1 節 　コミュニティ・ガバナンスの要素とし
ての消防制度




































































































































































































































出典 : 平成 25 年版消防白書 





























































私設消防 10 組，組員 1200 人であった。ここに
いう私設消防とは，地域社会に従来から存在した
消防組織のことである。青森県で最も古い歴史を







8 月 25 日青森県布達第 86 号により，「消防組設
立規則」を定め施行した。この時「私立消防」も
警察の指揮下に置かれることが明記された（7）。
明治 27 年の青森県の公設消防組織数は 171 市






設消防組は 84 組，昭和元年には 146 組になって
構成比を増やしている（青森県警察史，上　
11）。私設消防と呼ばれる組織の大方は，江戸時

































































































前市の消防職員定員は 270 名，消防分署数は 10
か所，消防車両台数はいわゆる消防自動車で 19












24 年では，5 方面団，20 地区団，111 分団に編
成されている。団員数は条例定数で 2,080 人，平
成 24 年現況 2,000 人弱となっている。車両はポ






































































































































































































































































































3 条第 3 項）法律に特別の定めがある場合を除き，特
別職である公務員には地方公務員法は適用されない
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